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　2020年東京五輪の事前合宿地選定のため、カナダの
ボート競技関係者は６月７日、本市のアイエス総合ボ
ートランド（長沼ボート場）を視察に訪れました。
　視察に訪れたのは、オリンピック委員会チームサー
ビス部門ディレクターのデレック・コヴィングトン氏
と、カナダボート協会ハイパフォーマンスディレクタ
ーのピーター・クックソン氏。２人は、艇庫やトレーニ
ング施設、船に乗ってコースを回り、ブイの間隔や水
深なども確認しました。クックソン氏は「練習に適した
素晴らしい施設。なるべく早いうちに選定結果を報告
します」と話しました。

ボートランドは、常設で2000㍍のコースが８レーンあり、国際
大会を開催できる国内屈指の環境を誇ります。

　熊本地震で大規模な被害を受けた熊本県菊池市、合
志市、御船町に、布施孝

たか

尚
ひさ

市長、星危機管理監ら４人
が５月17から19の３日間、訪問しました。訪問には、東
日本大震災時に避難所で女性支援に当たった須藤明

あけ

美
み

さん、本市男女共同参画審議会前会長の浅野富
ふ

美
み

枝
え

さ
ん（宮城学院女子大学教授）が同行し、避難所での女性
支援などについてアドバイスしました。
　18日、御船町役場を訪れた一行は、避難所運営などの
業務に追われる町職員を激励。市からの見舞金を藤木
正
まさ

幸
ゆき

町長に手渡しました。御船町には、３回にわたり延
べ 10人の市職員を派遣しています。

布施市長は藤木町長に「復旧に向けて大変だと思います。今後
もさまざまな形で支援していきたい」と話しました。

　迫町下舟丁出身の書家・デザイナーの日野薫
かおる

さんは
５月９日、市役所迫庁舎を訪れ、熊本地震の被災者を支
援しようと、自らがデザインしたポスターを市に寄贈
しました。
　日野さんは「東日本大震災で、全国から支援をいただ
きました。今度は私たちが恩返しする番。熊本への支援
の輪を少しでも早く広げたいと考えました」と作成の
理由を述べました。ポスターのデザインは、熊本地震の
被災者支援イベントや募金などの活動目的であれば、
無料で提供するとのこと。データの取得方法は、日野さ
んのウェブサイト「薫る風」に掲載されています。

ポスターはピンクを基調としたデザインで、花は支援する人の
いろいろな思いを、ハートは多くの人の優しさを表しています。

　市民参加の新たな森
も

林
り

づくり春・植樹祭（登米市・
宮城県共催）は５月22日、津山町大萱沢地内で開催され
ました。この事業は、市と県が、人と自然の交流、森林づ
くりを進めようと毎年春と秋に開催。県の「みやぎ環境
交付金」を活用し実施しています。
　当日は一般参加者約150人が参加。０・48㌶の敷地に、
約千本のスギの苗木を植えました。植樹祭に参加した
小野寺政

まさ

彦
ひこ

さん一家は（中田町本町畑中）は「息子の小
学校入学を記念して、家族全員で植樹しました。今日は
天気も良く、楽しく作業できました。自然に触れられる
いい機会ですね」と話していました。

当日は好天に恵まれ、順調に植樹を終了。それぞれの成長を標柱
に記し、木の成長を願いました。

同じく、職業体験中の同級生に取材をする４人。店主への取材交
渉から編集まで、慣れない仕事に四苦八苦しました。

　人権擁護協議会委員による「人権の花運動」は６月１
日、上沼小学校（阿部直

なお

子
こ

校長）で開催され、マリーゴー
ルドやベコニアなど 160 本を植えました。この事業は
市内小学生に、花をいつくしみ育てることを通して「思
いやりの心」と「命の大切さ」を学ぶことを目的として
います。本年度は、柳津、東郷、豊里、錦織、上沼の５小学
校を対象に実施。
　登米総合産業高校の生徒の協力を得て、花を植栽し
ました。最後に、児童代表で６年生の及川壱

いつ

貴
き

君が「学
校でいじめが起きないことを願っています。また、学校
を花でいっぱいにしたいです」と話しました。

産業高生徒と花を植える児童たち。「お兄さん、お姉さんが優し
く分かりやすく教えてくれました」と話していました。

　佐沼中学校（小野寺文
ふみ

晃
あき

校長）２年生の職業体験学習
は５月 25 から 27 の３日間、市内事業所の協力を得て
開かれました。市役所で職業体験したのは、菅原紫

し

恩
おん

さんと菅原凜
りん

さん、阿部快
かい

飛
と

さん、末永陽
よう

士
し

さんの４
人。25、26日は総務部総務課と迫総合支所で窓口受付な
ど、27日は、広報紙編集の仕事を体験しました。
　４人は、職員から仕事内容やカメラの使い方などの
説明を受け、早速市内へ取材に。体験後４人は「どこの
職場も、あいさつや時間を守るなど、小さい頃から教え
られていることが大切だと分かりました」と3日間の
社会人体験を振り返りました。


